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研究目的
本研究は、不妊治療が夫婦の清神健康状態にどのように影響しているのかを検討する
ため、対席群との比較から不妊治療が夫婦関係と夫婦の精神健康状態に与える影響につ
いて明らかにする。
方　駄
対　象　:cas°-controlstuyを用いた。
・対象は現在不妊拾療中の夫婦120粗(240名)とし、対照群に幼稚園児を
もつ夫婦、妊娠中、出産後の夫婦120紅(240名)を設定した。
内　容　:属性、 oHq精神健康状態スコア、夫婦関係調整テストの3つの内容から
構成し質問酷を用いた。
倫理的配慮:主治医より紹介された対象者に、協力医師及び研究者により紙面上で説明
を行った。秘画の保持とプライバシーの保護を約束1,、承認が得られた対
象者に対して調査を行った。
方　法　:調査紙による蘭査
結　果
結婚年齢は、不妊群夫30歳、套27歳,対席群夫27歳、妻25歳で、不妊群の方が有
意に高かった。妻の就業率は、不妊群71.9　、対照群8%で有意な差を藩めた。夫婦の
関係を見るために、 r夫婦間のコミュニケーション時間」、 r相離相手・心の支えとなる
人の有無」を見たところ、両群間に有意差を蘇めた。夫婦関係詞整テストでは、両群に
有意差を藩めなかった。しかし、両群ともに100点未満の低得点であった。辞細を見る
と、未群間で`r趣味の共有」を、妻群間では、 「幸福感」 r閉居解決」 「趣味の共有」に
有意差を認め、不妊妻群より対席妻群の方が　r幸福感」は高かった。閉居解決は対照妻
群の方が、夫婦の譲り合いで間麿解放していると藩蝕していた。趣味の共有は、夫婦共
に不妊群の方が多かった。
o叫精神健康得点は両群共に7点以上の高再号点で不良な状況であった。比較すると、
両群間で有意差を認め、対照群に比べ不妊群は鳥い得点であった。特に、身体症状、社
会的活動、うつ傾向に有意差を認め、不妊群の身体的.社会的負担への関連を藩めた。
また、夫婦関係と精神健康状態との間に相関関係を認め、夫婦関係が不良であると精神
健康状態も不良となった凸
考　察
子どものいないことは子育て期の女性のライフスタイルにも影響を及ぼし、就業率を
促進していると考えられる。また、子どものいない二人の生活は、夫婦間のコミュニケ
ーションの畳(時間)を増やしている一方で.配偶者が「相戟相手・心の支え」にはな`
(備考)1.研究の目的・方牡・結果.考寮.総括の順に記載すること　(1200宇以内)
2. *印の柵には記入しないこと。
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っておらず、コミュニケーション畳と相関しなかった。何らかのヲミュニケ-シヨン内
容の閉居が考えられる。夫婦関係詞盤テストの結果は両群共低値であったが、比較する
と対・牒套群は幸福感が高く、閉居解決に対して夫衛で譲り合って行っていると罷職して
いた。コミュニケ-シ召ン時間が短くても夫婦間の一致した考え方ができていると思わ
れる。
精神健康状態は、両群間で不妊群の方が有意に不良であり、不妊治療による身体的・
社会的負担と考えられるであろう。不妊群は、配偶者を「相談相手・心の支え」と考え
られていないこと`から、パートナーとの一体意蝕への柿足感が低く、凍神健康状態に探
く影響していると考えられる。
総　括
不妊治療による夫婦関係への影響は諌めなかったが、夫婦の精神健康状態の、特に身
体的・社会的活動に影響を及ぼし、うつ傾向に陥りやすいことがわかった。不妊治療の
性差による精神的身体的負担の相違が明らかとなった。つまり、嚢のそれらの負担を考
慮し、夫婦を一単位とした援助の重要性が示唆された。
